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南砺市農業委員会第 3 回総会会議録 
 
1.招集日時  令和 5 年     9 月    7 日 
 
2.開会時刻  令和 5 年      10 月  4 日  午後 1 時 58 分 
 
3.閉会時刻  令和 5 年     10 月   4 日 午後 4 時 08 分 
 
4.場  所  南砺市役所３階 302 会議室 
 
5.委員定数  20 名 
 
6.出席委員  19 名 
 
番号 氏名 出欠 番号 氏名 出欠 

1  西村 博 出 11 法邑 千映子 出 
2 堂前 光宏 出 12 山田 良誠 出 
3 舘 義由記 出 13 細木 和隆 出 
4 平田 忠詞 出 14 加藤 善躬 出 
5 辻 清市郎 出 15 前川 茂 出 
6 金田 雄介 出 16 岩倉 香 出 
7 下田 栄樹 出 17 吉田 琢治 出 
8 林  弘 出 18 森田 憲二 出 
9 三井 栄 出 19 長谷川正昭 出 
10 北島 直道 欠 20 岡村 俊一 出 

 
7.議事日程 

第 1 議事録署名委員の指名 
 
第 2 議案第 9 号 農地法第 3 条の規定による許可申請について 

議案第 10 号 農地法第 4 条第 1 項の規定による許可申請につ 
いて 

議案第 11 号 農地法第 5 条第 1 項の規定による許可申請につ 
いて 

議案第 12 号 農地の非農地証明願いについて 
 

議案第 13 号 農用地利用集積計画（案）の決定について 
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第 3 報告第 4 号 農地法第 18 条第 6 項の規定による通知書につい 
          て 

 
8.事務局職員 
  事務局長 前山 浩、係長 長谷川 哲雄、副主幹 小幡 抄由里 
 
9.会議の概要 
 
事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予定時刻より若干早いですが、本日ご出席予定の方全員が

お揃いですので始めたいと思います。 

稲刈のほうも何ごともなく無事に進んでいるのかなと思っ

ていますが、やはり今年の暑さの影響ということで白未熟粒

が多いと聞いております。前回の時も申しましたが、今後の

コメの価格、概算金が若干あがったところではありますがこ

こでまた下がるというのは、非常に農家の経営にとっては厳

しいのかなということであります。なんと農協管内では一等

仕上げ、福光農協も 1 等というのはちらっと聞いております

が、それでも収量は落ちるというふうに聞いております。今

年においては天候の影響が非常に大きいということで、県の

ほうでは支援ということも新聞には出ておりましたが、私ど

もも国や県の動向を見ながら進めていきたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

それでは総会の成立についてご報告させていただきます。

本日の出席人数は、委員総数 20 名中 19 名の出席であります。 

農業委員会等に関する法律第 27 条第 3項に規定する定数に

達しており、総会が成立することをここにお知らせします。 

会議に先立ちまして、岡村会長より挨拶をお願いします。 

 

おつかれさまでございます。先日は農地パトロールという

ことで、26～28 日の 3 日間非常におつかれさまでございまし

た。ありがとうございました。今ほど事務局長からもありま

したが、最近朝晩涼しくなってきているということではあり

ますが、やはり米の作柄は「平年並み」から数字で公表され

るのが今月の終わりと聞いておりますが、富山県は「平年並

み」だそうです。ただ、品質が背白・腹白とか白未熟粒とい

うことで大変心配しております。あと晩稲の部分が残ってお

りますので、そこに期待をしていきたいなと思っております。

本日は、自分の過去 3 年において経験がなかったのですが、
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会長 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傍聴人がいらっしゃいます。希望者がいれば拒むものではな

いということで、議会と同じ取り扱いでございまして、積極

的にご発言をいただければと思いますので、いつものとおり

活発なご審議をよろしくお願いたします。 

会に先立ちまして、議事録署名委員をご指名させていただ

きます。 

本日の署名委員は 5番委員、6番委員の 2名の方よろしくお

願いいたします。 

 

本日は傍聴人の方がおられますので、個人情報は伏せて説

明及び審議をさせていただきますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

それでは議事に入ります。 

 

議案第 9号 農地法第 3条の規定による許可申請について、

事務局より議案の朗読と説明を求めたいと思います。 

 

＝議案第 9号について議案書をもとに朗読・説明＝ 

 

今回 10 件の申請がありました。面積は 田 20,554 ㎡ 畑

270 ㎡ 合わせて 20,824 ㎡です。 

受付番号 1～3番です。 

譲渡人さんはそれぞれ相続によりこの農地を取得されたの

ですが、任意の集落営農組織が経営規模を拡大したいという

ことで、組織の代表である譲受人に所有権移転するものです。 
受付番号 4番です。 

譲受人さんは、利用権を設定して申請地をずっと耕作して

いたのですが、利用権ではなく所有権移転して自分の土地と

して耕作していくことにしたものです。 
受付番号 5番です。 

 譲渡人さんが耕作できなくなったので、譲受人が経営規模

の拡大のために所有権移転するものです。 

受付番号 6番です。 

譲受人は申請地の近くに畑を所有しており、今までも申請

地の草刈りとかして管理耕作していた。譲渡人が年をとって

きたため所有権移転することにしたものです。 

受付番号 7～9番です。 
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議長 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

事務局 

譲渡人はそれぞれ県外や市外に在住しており、地元に戻る

こともないため、申請地を耕作している農業法人が経営の安

定を図るために所有権移転することにしたものです。 

受付番号 10 番です。 

譲受人は昨年立ち上がった新しい法人で、新規就農するた

めに申請地を所有権移転し農業経営に取り組むものです。作

付予定作物はさつまいもで、品種は紅はるかです。トラクタ

ーは購入予定とのことです。紅はるかは、１～2か月寝かせる

必要があるということで保冷庫も購入予定とのことです。さ

つまいもの苗は農協さんが仕入れているところを教えてもら

ったので、そこから購入予定とのことです。さつまいもの栽

培については、農協さんや栽培経験のある個人の方に教わり

ながらやっていくということでした。販売先は、最初からお

いしいものはできないだろうから、まずは自家消費して、徐々

に販売先を広げていきたいとのことです。将来的にはネット

販売も考えていて、加工品の販売も行いたい、また地域の子

供たちを招いてサツマイモ堀りとかもできるようにしたいと

のことです。法人は現在代表１人ですが、農業作業員として 2

名採用予定とのことです。今回 4筆所有権移転するのですが、

2 筆のところでは今後別の法人さんが営農型太陽光の設置を

計画しているところでもありまして、その計画を踏まえた栽

培計画です。追尾型の太陽光を設置するということで常に日

陰になるところは少なく、通常のさつまいもの収穫量の 8 割

の収穫は確保できるということでした。 

いずれの案件も、農地法第 3 条第 2 項の各号に該当しない

ため、許可要件を満たしているものと考えます。また、法人

については、農地所有適格法人の要件も満たしているものと

考えております。 

 
以上の案件につきまして、何かご意見、ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

 10 番の案件は、太陽光が目的みたいな気がするんですが、

審議の段階ではその要件を満たすような計画になっているけ

れども、許可されたあと罰則というか、具体的に法的にも何

もないんですよね。 

 

 まず 3 条の許可をもらわれたら、当然許可どおりにしなく
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てはいけないというのがあります。許可後に、年に１回は報

告をいただいて確認をすることになっています。その段階で

もし耕作されていないとか、あるいは計画どおり進んでいな

いということでありましたら、まずはどういうことか事情を

確認することになります。それでこういう理由でできていな

いということであれば、その改善を求めて様子を見ることに

なりますが、いつまでも改善されないということになれば、

そもそもの許可を見直さないといけないという話にもなりか

ねないです。正直、このあと営農型太陽光を計画しておられ

る以上、何かしらのことはされ始めるのではないかなと思っ

てはいます。ただ、転用側では、さつまいもの場合の県の平

均反収を参考にして、その 8 割を確保しますという申請をし

ないといけないことになっています。そこら辺がすぐには確

保できないというような状況が発生する可能性がないとは言

い切れませんけど、今後のこととなると様子を見るといいま

すか、計画が実行されるように地域の方もそうですし、農業

委員会としても確認していかないといけないということには

なります。 

 

 先ほど事務局の説明で、農業法人の場合、農業の売り上げ

が過半、50％以上ということでしたが、最終的には発電とい

う部分で会社の経営として農業法人として、確実に 50％にな

る計画になっているのですか。もともとそんなに高い単価の

ものでないので、経理もどういうやり方でされるのか分かり

ませんけど、ちょっと大丈夫なのかと思ってしまいます。 

 

 すみません、説明が不足しておりました。このあと 5 条の

一時転用申請をされるのはまた別の法人さんになりまして、

さつまいもを作られる法人さんが今回の新規就農される法人

さんなのですが、このあと営農型太陽光として発電事業をさ

れるのは、また別の会社さんになられます。ですから、発電

部分の事業収益というのは、今回の新規就農する法人さんと

はまた別なので、今回申請のあった法人さんとしては、さつ

まいもによる収益のみとなります。 

さきほど販売のことを説明するのを忘れていました。収穫

したさつまいもは別の法人さんに買ってもらいまして、燃料

みたいにされる部分とインターネットが最近はやっているの

で、インターネット上で販売したらどうかということも農協
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○○委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

さんと話していて、そういうことも考えているそうです。そ

れとちょっと話が大きいのですが、このあと販路を広げて海

外向けにも何かしたいと考えているそうです。将来的なその

ような思いも持っていらっしゃいますけど、そんな先の話よ

りもまずはどうされるのですかと聞いたら、まずははじめて

作るものだし、そんなすぐに販売できるような素晴らしいも

のができるとは思えないので、自家消費じゃないですけど、

営農型太陽光を計画している法人さんに売って、燃料消費す

ることから始めたいということでした。営農型太陽光をはじ

める法人は新規就農する今回の法人とは関係のある法人さん

なので、さきほど言われたように営農型太陽光が目的ではな

いかと言われれば否定はできないのですが、ただ、下地で作

物を作ってはじめてできる太陽光の設置なので、下地で作物

を作るという意思はあると思います。目的が営農型太陽光設

置だとしても、下でちゃんと農業をやるという申請ではあり

ますので、営農型太陽光をやるためだからといって、さつま

いもを栽培すると言っている申請を一概にだめと言えるのか

どうか、そこら辺のことも含めてご審議いただければと思い、

今回案件としてあげさせていただいた次第です。 

 

 申請条件が合致していれば、こちらから拒むことはできな

いということですね。 

 

 書類上整っていれば、目的は今の場合転用ではなくて、さ

つまいもの栽培をするということで、農地として利用すると

いう話なので、逆に言えばむしろ、許可できない時はなぜ許

可できないかという明確な理由を示さないといけないという

ことにはなります。 

 

 ちょっとずれるかもしれないけど、上の方では農地確保し

て農業生産しろと言われて、片方でそういうような案件があ

ると、ちょっと上の言っていることに矛盾を感じてしまいま

すね。 

 

 そうですね、結局上の考えも少しでもできるだけ農地とし

て利用してもらう方向にかわったもので、今年の 4 月から 3

条の許可要件のひとつであります 5反要件が無くなりました。

果して今回の案件がその目的に合うのかと言われれば分から
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ないんですが、もともとこの申請地を耕作していた農業法人

さんが手を離している現状を見ると、どうなのかなと思った

りもします。 

 

自分が言いたかったのは、中山間地であれば分かるけど、

今回のところはレベルというか農地として生産性のいいとこ

ろだからね。中山間地だけとにかく一生懸命作物を作れと言

うような上の方の矛盾をちょっと感じてしまってそんな質問

をしたのです。 

 

 通常、3条申請でこのあと転用申請がありますというような

案件は当然発生するはずがないのですが、営農型太陽光とい

う性質上、今回このような案件になってしまっております。

今回の 3 条の審議も果たして、そこを前提とした審議でいい

のかという話も県の農業会議としていたのですが、やっぱり

それが出てくるのが分かっている以上、そこを無視して審議

はできないだろうということで、今回はこのような審議の形

でいいと思いますという話をいただき、今回このような形と

なっております。転用があると聞くとやっぱりどうなのかな

と思う気持ちになるとは思います。 

 

 農業をやるというよりも太陽光をやるという案件は増えて

くると思うのだけれども。 

 

 太陽光だけをするということになると、そこはもう完全に

農地として使わないということになってしまいます。 

 

 農業しながら太陽光をするという話です。 

 

 それが今の営農型太陽光という話になるのですが、本当に

農業をしないで太陽光だけになると、もう完全に農地でなく

して太陽光だけを設置することになります。よく見かけるの

はそういうもので、完全に農地でないところに設置されてい

る太陽光だと思います。営農型太陽光は県内では例がなく、

以前当市であった事例が県内初です。ですから皆さんには馴

染みのない転用理由だと思います。なので、なぜそんな理由

が認められるのかなという思いはあると思います。 
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 この案件は拒むことはできないということですね。 

 

 そんなことはないです。皆さんの中でこういう部分が納得

できないとかこういうことを確認できないと許可はできない

というふうになれば、それはそのように言っていただいて検

討することになると思います。 

 

 関連で聞きますが、以前あった営農型太陽光の話は、全部

を含めてというお話でしたよね。太陽光をする会社と農業を

するところは別という考え方じゃなかったですよね。 

 

 前回は地主さんが耕作者です。地権者があくまで耕作者で

す。 

 

 今回目先をかえて、ダブルスタンダードみたいな感じです

ね。発電は発電、農業は農業というふうに切り離して、農業

法人は建前論でここは農業だけなんですという、○○委員が

心配しているような見せかけのやつがいっぱい出てくる気が

する。そうでなかったら、地権者自らが代表になってあとは

太陽光をやってもらって、あとは地権者として見てるだけな

んだというふうな感じでダブルスタンダードになるんだなと

思った。こういうのは当然県内ではじめてなのですか。 

 

 結局まだ今回ので 2 例目にしかなってないので、前回と違

う形ということは初ということになります。 

 

 全国的にはこういうのはいくつもあるんですか。農業法人

と発電はまた別の会社というやり方は。 

 

 上下が関連会社というのは、ないことはないと思います。

やはり中山間地域になれば、当然耕作者いませんから、これ

をやるときは自分で耕作しなければいけないところがやっぱ

り出てくると思います。今回は平地なので、なんとなく違う

とは思われますけど、これは土地の購入の話とかいろんなと

ころからきてると思いますので、一概に私たちが言うところ

ではないのかなという思いもあります。地権者さんがどうい

うふうな考えでおられるのか、そういうところもあるのかな

と思います。 
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 単純に拒否はできないとは思うんですよね。ちゃんと書類

として出ている以上、審議できません・許可できませんとい

うわけにはいかないですよね。相手から行政手続き上のこと

について、行政監督局に飛び込まれたら、何しているのかと

行政が叱られることになるわけですもんね。農業法人一社で

両方やるんだったら、農業でさつまいもを作ってて、経営的

に発電よりも農業が過半になれるのかと言えるけども、二つ

に分けてやりますって言われたら何も言えないので、うまい

ことやられたなと思ってしまいます。行政手続法の話なので

委員会としても拒むことはできないので、これおかしいです

よと指摘できるのならいいけどできないので、いつまでも放

っておけないし、こういう条件をちゃんとやるなら許可しま

すよというふうにするしかないんじゃないかと思います。 

 

 当然先ほど説明したとおり、今後営農計画を実行してもら

わないといけないし、8割の収量を、つまり減収を 2割以内に

抑えてもらわないと指導というか、守られない場合は一時転

用の取消しというような処置もできないことはないと思いま

す。 

 

 一時転用を取り消すことできるんですね。 

 

 一時転用はできます。 

 

 こんな話をするとなんですけど、全国的に営農型太陽光で

下地の営農がされてない、あるいは収量が 8 割確保できてい

ないという案件は結構あるらしく、このあと多分厳しくなっ

てくると思われるので、それにしっかり対応できていない場

合は、こちらとしましても是正勧告とかいろいろなことはし

ていかないといけないと思っています。その辺捨てづくりみ

たいな感覚でやられると、取消しということも今後考えなけ

ればいけないかなと思います。 

 

 お勉強会があった 1週間か 10 日あとに、偶然 NHK の教育放

送を見ていた。あの事例と一緒のパターンがあって、うまく

いっていなかった。3年たって収穫期になっているんだけど、

全然人参になっていなかった。これはこの間の案件と同じだ
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

なと思ってみていて、発電したらお金になるというところか

らスタートしてるものだから、農地転用を単純にやろうと思

ってもなかなかできないし、どっちかというと民間主導型で

変わったものが計画されて出てきたのが実態でないかなと思

う。そこまで踏み込んではいなかったけど、とにかく見てい

たらこの間の案件と一緒だなと思ってみてました。丸 3 年た

ったけどものになっていないという話で、なかなか難しいも

のなんだなと思ってみてました。さつまいもはさつまいも、

発電は発電というやり方がまかり通ったらえらい難しいこと

になるなと思ったもので、事務局大変ですけど追跡調査をお

願いいたします。 

 

 一時転用は一時転用というだけあって、期間が区切られて

います。この間の案件は 3年だったと思うのですが、この次

に出てくるのもまずは 3年しか認められないなと思っており

ます。さきほどお話があったようにちゃんと耕作されていな

い場合は、3年終わったあとに更新の申請ができるのですが、

そのときに認めるか認めないかというタイミングはありま

す。そこでちゃんとやっていないから認めないということに

なれば、そこで終わりと言いますか事業は継続できないとい

うことになりますので、一時転用に関しては状況を見て継続

できないということは可能になります。ただ、3条所有権移転

に関しては、今認めたらよっぽどのことがない限りは基本的

にはずっと認めることになるので、みなさんの納得がいかな

い部分があるのであれば、そこは十分審議すべきと考えます。 

 

 3 年後に結論がでるということですよね。 

 

 今日の審議というか、これまでに至るにはそれなりの書類

も出てるのですよね。地元のほうも説明なり了解を得ている

ということなのですよね。それって要らないのかな。 

 

 了解したという書類を提出しなければならないということ

はないです。3条の関係で言いますと、同意書をつけないとい

けないということはないですし、隣接耕作者の同意も必要な

いです。地元の方との関係で言えば、先ほど許可基準のとこ

ろで申し上げました地域との調和要件という部分になってき

て、農薬の使い方だとか用水の管理だとか、そういうところ
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○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

で地域の方と協力してやりますという部分になります。転用

に伴う土地改良区との話の中で、地域の方への説明は何回か

されていますが、前の件のように地域全体として同意してい

る雰囲気ではない感じです。 

 

 我々としては反対する理由もないと思うのです。とにかく

やりますと言っているのに、とんでもない建物を建てるとい

うわけでもないですから、ここで黙って時間が過ぎても仕方

がないので、ある程度認めるものは認めて、3年後はここにい

るものは全員がいるわけでもないですし、結局は事務局に確

認してもらうしかないわけです。ある程度事務局にお任せす

るしかないと思う。 

 

 地元の委員さんということで、○○委員さんご意見をお願

いいたします。 

 

 はい、私はこの 7 月から新しく農業委員になったわけなの

ですが、その前に数回地元説明会ということで出席して、こ

の案件に絡む説明会、さつまいもを作る説明等ありました。

地元には私に説明する前に何回か説明しておられたそうで

す。説明会の折には当然排水計画の関係、太陽光を作るにあ

たって台風が来た時どうするのか、雪が降った時どうするの

か、敷地に対してフェンスを作るのかといったようなさまざ

まな質問のやりとりがありました。そういったことの中で、

双方納得しながら今後の転用に関しましては、私の思いとし

てはですが、この関係の会社と地元と覚書を作ったうえで、

何らかの形で納得していくというか、向こうの会社さんが何

と言われるか分からないのですが、地元としては覚書を作っ

たりして何とか心配事の解消、今ほど言いました風・周囲の

草刈り・排水対策等々5項目ほどあったと思いますが、そうい

った形でいくように内々に聞いております。この 3 条の申請

の提出に関しては、ハンコをもらいに来られたときに私のほ

うで軽微なところについて言いまして、それが整いましたの

でそれで OK かなと思いまして、押印・記名をしたわけでござ

います。簡単ですがそんなようなところです。 

 

 はじめて農業する人なので、当然この案件には指導者がい

ると思うのだが、それはちゃんといるのか。 



 12

 

事務局 

 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

○○委員 

 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農協さんにまず指導を受けたような内容になってました

し、個人の方でさつまいもの栽培経験のある方の指導を受け

るような内容になっていました。 

 

 私のところに申請書が出たときには、新規の方なものです

から、どのような計画でおられるのかとお聞きしました。そ

の方はまだ学生さんなもんですから、今現在はとにかく計画

の段階で、土地の草刈りはしっかりしますということは言っ

ておられましたし、一生懸命取り組むということだったので、

私としてはたまに見にいって、ちゃんとやっているかの確認

くらいはしなくちゃいけないなとは思っています。とにかく

申請書が揃ったうえではこちらとしては、断る理由がないだ

ろうということで記名・押印をしたところでございます。 

 

 さつもいもをたくさん作っておられる○○委員さん、いか

がですか。 

 

 品種にもよりますけど、地面はもともと田んぼなんですか、

今年は。 

 

 今年は休んでいます。休耕地です。 

 

 泥さえ細かくなれば、たぶん生産できると思いますけど、

この面積を何人でやられるのか分からないですが、1枚だけで

もたぶん 1人・2人ではできない。3枚全部使うということに

なってそれをずっと続けるということになれば、4人も 5人も

いるんですけど、さつまいもってその時期しか人が要らない。

要は畝起こして、畝あげて、植えてしまえば今くらいまでず

っと暇なんです。今からまた 2 か月ほど収穫して終わりなん

ですよね。そんな中で会社と言われたら、残り何するのって

話になる。生活できるかできないかは別として、さつまいも

だけでやるというのはという思いもある。自分たちからした

ら、あまっている土地を使って作っておけば、勝手になるか

ら、あとは違うことをして、その時期になったらまたさつま

いもをやってるという感覚でやっているもので、それ自体を

それだけでやると言ったら、あとは何するのかなと思ってし

まうところもありますし、ビニールをもし使われたら産廃の
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○○委員 

 

 

○○委員 

 

○〇委員 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

 

関係もすごく出ます。 

 

 私の聞いている範囲では、単純に露地栽培となっています

けど、露地栽培でもビニールは結構でるのか。 

 

 マルチしますので。 

 

 マルチですね。 

 

 仮に何反か分からないですけど、だいたい自分たちは 3 反

田 1枚は 24 列なんですよ。24 列だと 100ｍで 1本でもかなり

の本数を使うんですよ。これをずっと続けるとなると、自分

たちならだいたい年間産廃に 5～6万は使いますし、ビニール

を買うのにもっと高く値段かかるし、それになおかつ中にソ

ーラーつけるというのであれば、面積が減る関係上、そんな

難しいことできるのかなと思います。建ってないところをず

っと畝にするって言われますけど、実際の話そのままでやっ

ていても芋にならないですよ。薬かけないといけないし。何

もしない状態ならたぶん 1年くらいは大丈夫だと思いますが、

2年目くらいからは絶対虫が入ると思います。それに関係する

薬をかけないといけないですし、全然違う薬をかけないとい

けないので、周りの田んぼの人がどうされるか分からないで

すけど。 

 

 ほかのところに薬害が出るということですか。 

 

 薬害というか、自分たちは周りが柿の木畑なので全然気に

しなくていいのですが、隣が田んぼなら周りにかかったらと

かいろいろ難しいこともあるのではないかと思う。やられる

と言われればそれまでなんですが、周りの人が大丈夫なら大

丈夫だとは思うので、何とも自分は言えないですが、ただ、

ほんとさつまいもだけだと暇です。 

 

 収穫の機械も芋ほりみたいなわけにはいかないのかな。 

 

 うちは全部機械です。収穫は最終的には手で集めますけど、

その籠も要るし。 
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○○委員 

 

 

 

○○委員 

 

〇〇委員 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

○○委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 太陽光の支柱の話はまだしてはいけないのかもしれないで

すが、頭に太陽光のパネルもあるからその間に収穫機は通れ

るものですか。 

 

それは大丈夫です。19 馬力か 20 馬力しかないので。 

 

そんなに大きくないんですね。 

 

大きくないです。 

 

太陽はあまりあたらないけど、収量はどんなもんですか。 

 

それはやったことがないので分からないですけど、人に聞

いたら朝日さえ当たればある程度は何とかなるかなという言

い方はされました。ただ、周りの人たちが関係あるから、雨

降れば大丈夫だけど、水とかも絶対やらないといけないし、

売り先も言われていますがそんなに甘くはないと思います。

最終的にはお金の関係で何割とかでるんでしょう。 

 

8 割の話ですか。8割は収量です。 

 

収量ですか。なら大丈夫なのかな。 

 

出来の悪いものでも 8 割穫れればということにもなるかも

しれないが、そこは何とも言えないですよね。 

○○農協が、今紅はるかをすごく勧めておられて、聞いて

る限りでは焼酎も作られているみたいですから、それの関係

で○○農協さんの協力というのは、どこまで受けられるのか、

例えば機械の協力とかもいろいろ受けれるのかはっきり見え

てないところもあります。ただ、みんなと同じようにマルチ

にはするので、処分も同様にやってもらえるのか、そういう

話が出るのか出ないのかというのはこれからの話になってく

るのかなと思われます。ただ、人員のことも質問は私たちも

しておりまして、若い人同士で確保はできるのかなと、役員

が 1人なので、役員が 1人で草刈りをすれば、150 日はクリア

できるので、先ほど説明しました要件には合致してくるのか

なと思います。ただ、その法人で単純に儲けが出るか出ない

かという話になれば、どうかなという部分はあります。ただ、
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○○委員 

 

 

事務局 

 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

農業法人というものが黒字赤字関係なく、上物が儲かるとい

う話になれば連結決算とかいろいろな話をされると、向こう

はそんなに気にしていないのかもしれないです。下地をしっ

かりしてもらえるかということが私どもの確認なので、農地

を正しく使ってもらわないとこういうところで諮れないもの

ですから、太陽光発電を作ろうが作らんまいが下のほうをし

っかりやってもらえないと認めるわけにはいかないというこ

とになる。 

 

若い人が農地を耕そうという気持ちがあれば非常にありが

たい。 

 

これが、○○農協が紅はるかを勧めている、そんな中で新

たな特産になるという話で進めていけるのであれば、それは

それでいい話だとは思います。 

 

参考としてさつまいもの話です。○○農協が、今年から約 2

ｈa、試験で〇〇○○さんが現場を担当して２つの集落で栽培

している。農家さんは○○市の方が圧倒的に多いとは聞いて

ますが。春先植えたときはあまりたいしたことなかったので

すが、今行ってみたらすごく立派になっていて、手をかけて

ないのにいいのになっているな、さっき○○委員さんも言わ

れたようにちょっとだけ水管理してそれでいいのになってい

る。あとは焼酎屋さんが買ってくれれば、市場には出ていく

みたいです。 

 

 どんなこともそうですけど、売り先さえあればいいのです

が、あっち売り、こっち売りというのが大変だと思います。 

 

 焼酎屋さんも鹿児島に送っていて、小さい芋は要らないと

言われる。ひとつ 1㎏～2㎏ないとだめなんです。加工しない

といけないからですけど、そういう品種を使っているから大

きくなる。紅はるかで 1㎏～2㎏にすると言ったらよっほどで

ないとできない。さつまいもって肥料をやると蔓ばかりにな

ってしまうので。 

 

ほかに何かご意見、ご質問等ありましたらお願いいたしま

す。 



 16

 

○○委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反対する理由がないので、認めざるを得ないが、今後のこ

とをどう見ていくのかということですよね。本当にやってい

るのか。太陽光パネルをするために計画を立てたようにもと

れますが、書類上整っているのでは様子見るしかないと思い

ます。 

 

ほかに何かご意見、ご質問等ありましたらお願いいたしま

す。 

 

 （異議なし） 

 

ご異議がないようですので採決をとります。 

 

議案第 9 号 農地法第 3 条の規定による許可申請に対する

意見決定について賛成の方は挙手を願います。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手により、原案どおり承認されたものといたします。

続きまして、次の議題へ進みます。 

 

議案第 10 号 農地法第 4条第 1項の規定による許可申請に

ついて、事務局より議案の朗読と説明を求めたいと思います。 

 

＝議案第 10 号について議案書をもとに朗読・説明＝ 

 

今回 2件の申請があり、田 102 ㎡ 畑 45 ㎡ 計 147 ㎡

です。 

 

車庫敷地        1 件  畑  1 筆  45 ㎡ 

住宅敷地        1 件 田  1 筆 102 ㎡ 

  計         2 件    2 筆 147 ㎡ 

 

受付番号１番です。 

Ｒ5.4 月除外案件です。申請人は、県外在住者だが定年退職

したことにより、地元と県外を行き来する二重生活をしたい

と思っていた。それで、自身の実家の敷地を調査したところ、
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議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

車庫 2 棟が建っていた申請地が無断転用であることが判明し

た。父の代のこととは言え、是正申請をしてきちっと許可を

取得して整理しておくものです。 

農地区分は第 1 種農地、許可基準は既存地拡張と判断して

おります。 

受付番号 2番です。 

R5.4 月除外案件です。申請人が、R4.7.14 に相続により取

得した農地で、相続の手続きの不動産調査により本申請地が

無断転用であることが判明したため是正申請をするもので

す。 

農地区分は第１種農地、許可基準は集落接続と判断してお

ります。 

 

以上の案件につきまして、何かご意見、ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

（異議なし） 

 

ご異議がないようですので採決をとります。 

 

議案第 10 号 農地法第 4条第 1項の規定による許可申請に

対する意見決定について賛成の方は挙手を願います。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手により、原案どおり承認されたものといたします。

続きまして、次の議題へ進みます。 

 

議案第 11 号 農地法第 5条第 1項の規定による許可申請に

ついて、事務局より議案の朗読と説明を求めたいと思います。 

 

＝議案第 11 号について議案書をもとに朗読・説明＝ 

 

今回3件の申請があり、田 1,584㎡ 畑 345㎡ 計 1,929

㎡です。 

 

住宅敷地       2 件   田 1 筆      33 ㎡ 

              畑 1 筆   345 ㎡ 
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議長 

 

 

 

 

 

駐車場敷地     1 件  田 2 筆  1,551 ㎡ 

    計       3 件      4 筆   1,929 ㎡ 

 

受付番号１番です。 

R5.4 月除外案件です。譲受人はアパートに居住しており、

子供が生まれたので新築を計画。子育てに両親の協力が必要

ということと、両親の介護を考えて奥さんの実家近くに建て

る計画をしたものです。 

農地区分は１種農地、許可基準は集落接続と判断しており

ます。 

受付番号２番です。 

R5.4 月除外案件です。譲受人は結婚 3 年目で妻が出産予定

です。アパートでは手狭になるとうことで住宅の建築を計画。

共働きで子供の面倒を見てもらうこと、祖父の介護を考えて

実家の敷地内で計画したものです。 

 農地区分は１種農地、許可基準は集落接続と判断しており

ます。 

受付番号３番です。 

R5.4 月除外受付案件です。 

譲受人は井ＩＴ系の会社です。現在はコロナの関係でテレ

ワークで対応してしのいでいますが、意思疎通や業績把握の

面での課題も多く、今後は通常勤務にしていく方針で、駐車

場が 30 台不足することになるとのことです。毎月の定例全体

会議を開催しており、その際の参加者は 100 名ほどになるた

め駐車場が足りない。数台での乗り合わせをしたり、1㎞を徒

歩で移動するなどして対応しているが効率が悪いとのことで

す。さらに業務拡大に 40 名増員も予定しており、新たに 45

台分の駐車場を計画したものです。これにより駐車場台数は

106 台となり少しでも解消することができるとのことです。 

農地区分は公共施設整備済地域ということで 3 種農地、許

可基準は原則許可と判断しております。 

 

以上の案件につきまして、何かご意見、ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

（異議なし） 

 

ご異議がないようですので採決をとります。 



 19

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第 11 号 農地法第 5条第 1項の規定による許可申請に

対する意見決定について賛成の方は挙手を願います。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手により、原案どおり承認されたものといたします。

続きまして、次の議題へ進みます。 

 

議案第 12 号 農地の非農地証明願いについて、事務局より

議案の朗読と説明を求めます。 

 

＝議案第 12 号について議案書をもとに朗読・説明＝ 

 

今回は 2地域で 2件の申請がありました。 

○○地域で 畑 1筆 26㎡ ○○地域で 畑 8筆 21,251㎡ 

計 9筆 21,277 ㎡の申出がありました。 

1 番目の案件です。所有者は、昭和 58 ごろに一家で富山の

ほうに移り住んでおられまして、県庁の OB の方らしくて、一

切畑へは行ったことがない、最初お越しになったのが夏前だ

ったと思うのですが、20～30 筆相続を受けたということで、

これから手続きせんなんと言っておられたのですが、実際確

認してみますと森林組合の関係ですでに非農地認定されてい

て、残っていたのがこの 1 筆だけだったということで最終的

に申請を受けまして、一昨日○○委員さんと現場の方を確認

してきました。登記の公図は絵図らしくて、それが出せない

ということで、申請人さんが一生懸命手で写してこられたも

のです。現場でも非常に分かりにくいなと言いながら、この

辺が道路かなということで道路から見下ろしたのが資料にの

っている写真になります。木が生えていて周り一帯も木が茂

っている状態でした。 

2 番目の案件です。所有者は、昭和 40 年代ごろから一切何

もしていないというお話でございました。申請地の様子は写

真のとおり法面のような崖のようなところであり、落石防護

柵の設置によりまして、長年道路改良事業などがあったもの

で、こちらもなんとか確認に行けたような形です。すべて萱

場だったのか桑畑だったのか畑があったのかなというような

状況でした。合わせますと 2 町超える面積で非常に大きいん
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議長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

ですが、ご同行いただきました○○委員さんからも一言お願

いいたします。 

 

事務局と一緒に回ってきたのですが、急傾斜のところを畑

にしたという形で、たぶん桑畑か萱を作っていたので、畑に

なっていたのだと思います。現在は命をかけないと耕作でき

ないほどの急傾斜になっていました。 

 

ありがとうございます。以上です。 

 

以上の案件につきまして、何かご意見、ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

 (異議なし) 

 

ご異議がないようですので採決をとります。 

 

議案第 12 号 農地の非農地証明願いについて賛成の方は挙

手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手により、本件は原案どおり承認されたものといた

します。続きまして、次の議題へ進みます。 

 

議案第 13 号 農用地利用集積計画（案）の決定について、事

務局より議案の朗読と説明を求めます。 

 

＝議案第 13 号について議案書をもとに朗読・説明＝ 

 

利用権設定等に関する案件で、今回は 9 月分として届出が

あり、市長部局から諮問があった分を掲載してございます。

今回、20 件・37 筆の申請がありました。面積は、田 37 筆 

52,941 ㎡です。 

この秋から時期的に農業公社さんとの絡みで件数が少なめ

になっております。 

7～8番と13番は、二人で受けることになっているのですが、

もう一人含めたお三方のグループみたいなところでやってい
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るみたいで、水の管理とか草の管理とか全部外したいという

ことで、0円設定になったと聞いております。 

15 番は、仲間田ということで継続ではありますが 0 円設定

にしたということです。 

 16 番は、地域柄ということで 0円設定となっております。 

 17 番は、これまでは法人さんに耕作となっていたのですが、

仲間田ということで、変形田が 3 つくらい合わさっていると

ころだったので今回変更することにしたものです。 

 20 番は、新規で頑張っておられる自然農法の一般法人さん

で、以前に農業新聞の記事を依頼したこともあるところです。

県外から来られた方が会社を作られて農地を借りられるわけ

なんですが、一般法人ということで解除条件付きの契約にな

っております。0円設定で新規で始められるということです。 

流動化率は前回より微減の 59.59％です。 

 

以上の案件につきまして、何かご意見、ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

自然農法ですが、ちまたでは、60 ㎏の値段がここにいる人

のほとんどが１俵 1万 2～3千円くらいで売ってるところ、自

然農法では 4～5万ほどで売っている。そのことについて文句

を言うつもりはないが、実は我々のやっている従前の県なり

ＪＡさんが言ってる営農の手引きに書いてあるようなやり方

と自然農法の方のやり方は相反するわけです。防除すると困

ると言われ、片方は防除するものからすれば、粗暴農業じゃ

ないかと言う、私たちに迷惑をかけているんだとお互いにけ

んかになる。この辺は事務局長のところ、農政は仲裁も含め

てこれみんな地元に任せきりになっているのですか。 

 

市としても、そういうこと、ドリフト関係とかいろいろ考

えて、双方いろいろ関係が出てくると思うので、自然農法の

方は集めていきたいとは考えている。○○○○のところで野

菜関係とか田んぼもそうなんですけど、そちらのほうにも集

めていっておりますし、今回の案件については、場所的に○

○〇〇ということで、山の中で周り誰も農業できる人がいな

いというところですから、そういう山間地に近いところで地

域の活性化も含めてやってもらうという形で、ゾーニングと

いうものはある程度考えていきたいと思っています。どこで
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もやってくれというと絶対いさかいが出てくるので、ご存知

のように○○地域には有機 JAS の方もたくさんおられますが、

1ｍ空けとけばいいというようなことも言っておられるので、

そういう人はそれでいいのかもしれないですが、新しい方は

できるだけ地域にあまり迷惑のかからないようなところにお

願いしたりして、ちょっと条件が悪いようなところに結構行

ってもらったりしています。 

 

今回の事例の場合は、中山間地域やらちょっと奥まったと

ころだったので、そこだけが独立しているからそれはそれで

よかったとは思いますが、実際この平場で本当に市役所に苦

情を申し入れるようなレベルまで来てるならいいけど、やっ

ぱり地元の中でけんかしておられると、聞こえても聞こえな

いふりをしていただいているんだと思うけど、農業委員もど

っちの側に立つわけにもいかないし、こういう問題をたぶん

市が示さないと、というか農業委員会事務局長ではなく農政

担当課長さんとして、市長はどっちかというと自然農法大歓

迎という立場にいらっしゃるけど、ちょっと待てよと、大部

分が従前の農法をしているのに、特異な人たちの側に立たれ

たらとても弱ってしまうのです。そのことも市長に説明して

もらわないといけないし、そういういざこざのところを表面

化してしまってからどうにもならないようになるよりも、あ

る程度こういうふうに考えましょうねという指針がなかった

ら大変なんじゃないかな。農業委員のところに来た時には、

もういざこざが強烈なところまでいってしまってから話が来

る、農地の苦情という話でなくて、違うもう感情論のところ

にいってしまってから、自分も昔おつきあいしていた方が自

然農法の側に行かれたけど、そしたら黙礼はするけど、今で

あいさつはしないということになるもんで、私は全く居住エ

リアが全く違うんだけど、若いころはおつきあいしていたの

に、全く顔を合わせない感じでお互い通っていくというよう

なことになるもんで、これはどっかで繋げないと、こういう

ふうにやりましょうと大きなビジョンを作ってやらないと、

ここで紛争が起きたから農業委員に仲裁してと言われても、

それは経験豊かな会長さんでもなかなか両方にいい顔できな

いんじゃないかと思う。反収は確かに減るけども、今回みた

いに青未熟粒とか乳白みたいのがいっぱいあってもそれなり

の値段で売れていくからね。従前の農法でやっているＪＡが
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事務局 

 

○○委員 

 

 

推奨しているようなやり方でしているものからすれば、勝手

なことしてとみんな思っているけど、あんまり強く言えない。

だけど、私は利用権設定をしないままで市街地に近いところ

で 3 年間ほど田んぼを作っていたのだが、防除したら、誰に

断って防除してるのかと苦情を言われたので、結局今年の 1

月やら 2 月に堪忍してくれと、こんなひどいなら今年から水

稲できないと地主さんに返した。文句言う人も、私はこんな

状態になるんやと喧々諤々と言われるもんだから、もうこれ

はできないと思ってお返しした。営農の仕方が違っているこ

とでこういう問題が起きるようなところは、ある程度ここの

エリアはこうですよというのまでは決めれなくても、緩やか

なものは決めとかないとちょっと都合悪い時代がきているの

ではないかと思う。この方みたいに人里離れたところでやる

ならいいけど、農政担当部局として、自然農法というところ

にも目を開けてやらないといけないのだけど、こちら側はど

うしましょうとか、こういうエリアはこうしましょうという

のがないとお互いにわだかまりを持ちながら顔合わせてやる

というのは今の時代にあわない気がしているので、これは将

来ビジョンとしてお願いします。 

 

若い新規就農者の方も有機農業多くなってきてますので、

当然そういう方の農地は、そういうところ気をつけるようい

は言っております。私たちもエコビの方でオーガニック街道

という話が出たのを立野原東地区とかそういうところにと言

ってます。○○地域の方で大きい担い手農家さんが 5 町ほど

有機をやられたりしてますので、そういう風潮になっていく

のかなと思いますが、そこは自分のところでしっかり管理し

ていただくしかないかなと思います。新しく入ってくる方に

は、ゾーニングということも考えていきますので、トラブル

のないようにはしていきたいと思っています。 

 

5 町まとまってやっているのか。 

 

まとまっているかは把握してないですが、山際のほうです。 

 

農法について農業委員会は何も言えないでしょう。何か許

可するときにそういうトラブルがあるということで、許可し

ないということはできても。 
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 この件に関しましてはまた農政部局で検討いただくという

ことでお願いします。 

 

ほかに、何かご意見、ご質問等ありましたらお願いいたし

ます。 

 

（異議なし） 

 

ご異議がないようですので採決をとります。 

 

議案第 10 号 農用地利用集積計画（案）の決定について賛

成の方は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手により、本件は原案どおり承認されたものといた

します。 

 

続きまして報告事項へ進みます。 

 

報告第 4 号 農地法第 18条第 6項の規定による通知書につ

いて、事務局より説明を求めます。 
 

＝報告第 4号について議案書をもとに朗読・説明＝ 

 

今回 7件の届出がありました。 

面積はすべて田 17,340 ㎡ です。 

受付番号 1番は、3条申請をするために合意解約したもので

す。 

受付番号 2 番は、仲間田になっている耕作者へ変更するた

めに合意解約するものです。 

受付番号 3番は、3条申請をするために合意解約したもので

す。 

受付番号 4～5 番は、5 条申請をするために合意解約したも

のです。 

受付番号 6番は、3条申請をするために合意解約したもので

す。 
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受付番号 7 番は、このあと中間管理機構通しにして耕作者

も変更するために合意解約したものです。 

 

この報告事項について、ご質問、ご意見などございますか。 

 

（特になし） 

 

 その他について事務局からお願いします。 

 

・農地パトロールのお礼 

・懇親会の精算について 

・アグリとやま 130 号配布 

・11/16 農業委員会研修大会  

11/2 までに出欠及び交通手段を連絡 

・10 月 12 日農業委員・農地最適化推進委員合同研修会を 

予定 

・アンケート 10 月中旬に発送予定 

 

ほかに何かご意見はございませんか。 

 

（特になし） 

 

以上で、本日の議案・協議・報告事項はすべて終わります。 

 

 次回の総会は令和 5年 11 月 2日（木）午後 3時から、場所

は南砺市役所 302 会議室となります。 

 以上で、南砺市農業委員会第 3回総会を閉会いたします。 

 

（閉会時刻 午後 4時 08 分） 
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議事録が正確であることを証します。 
 
  令和  年  月  日 
 

議事録署名委員 
 
 

議事録署名委員 
 
 

会     長 


